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ピタゴラスの定理の証明法・２ 

 

 １マス１㎝の方眼上の点を結んで，下の図のように正方形を作ります。図の正方形は，辺が１㎝，２㎝の

傾きをしているので，値を小さい順に並べて，（１，２）と表すことにします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）（５，７）の正方形の面積は何㎝２ですか。 

 

 

（２）（５，𝑦）の正方形の面積が２２１㎝２でした。𝑦にあてはまる値を求めなさい。 

 

 

（３）（𝑥，𝑦）の正方形の面積が５６５㎝２でした。（𝑥，𝑦）にあてはまる値の組をすべて求めなさい。 
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ピタゴラスの定理の証明法・２ （１）７４㎝２ （２）１４ （３）（６，２３），（９，２２） 

 

（１）図①のようになるので，１辺が５＋７＝１２（㎝）の正方形から，直角をはさむ２辺の長さが５㎝と

７㎝の三角形を４個除いて，１２×１２－５×７×２＝７４（㎝２）です。 

 

（２）図②の１辺が５＋𝑦（㎝）の正方形から，直角三角形４個の面積である５×𝑦×２（㎝２）を引きます。

図③のように正方形を４つの部分に分けて考えると，（５，𝑦）の正方形の面積は，全体から５×𝑦×２

を引いて，５×５＋𝑦×𝑦（㎝２）です。 

５×５＋𝑦×𝑦＝２２１， 

𝑦×𝑦＝２２１－２５＝１９６， 

𝑦＝１４，です。 

 

   図①             図②             図③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）図④の正方形から，𝑥×𝑦×２を引けばよいので，（𝑥，𝑦）の正方形の面積は，𝑥×𝑥＋𝑦×𝑦（㎝２）で

す。𝑥×𝑥＋𝑦×𝑦＝５６５を満たす整数（𝑥，𝑦）の組を求めて，（６，２３），（９，２２）です。 

   こうして図⑤のように，直角をはさむ２辺の長さが（𝑥，𝑦）である直角三角形の斜辺の長さを𝑧とす

ると，𝑧×𝑧＝𝑥×𝑥＋𝑦×𝑦 が成り立ちます。 

 

   図④               図⑤ 
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